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［抄録］ 

 中山間地域の那賀町では、担い手の減少や高齢化に伴う生産農家の労働力不足が、過疎化

や地域の活力低下にもつながることから、重要な課題となっている。 

 そこで、全国有数の特産品であるゆず、おもと、けいとうなどの産地の労働力不足を解消

するために、「労力サポートシステム」を構築する。 

 これにより、担い手の確保、農産物の品質向上を図り、丹生谷地域の農業・農村の活性化

につなげる。 

 

［本文］ 

詳細は添付ファイルを参照ください 

 




